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しまなみ農業だより

自
分
で
で
き
る
土
壌
診
断

野
菜
等
の
作
物
を
栽
培
し
て
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書
い
て
あ
る

と
お
り
毎
年
同
じ
量
の
堆
肥
や
苦
土
石
灰
、
肥
料
を
散
布
し
て
い
る

の
に
「
作
物
の
様
子
が
お
か
し
い
」「
で
き
が
悪
い
」
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
病
害
虫
や
天
候
な
ど
の
原
因
で
な
け
れ
ば
、

も
し
か
し
た
ら
そ
の
原
因
は
土
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
種
ま
き

や
定
植
の
前
に
土
壌
分
析
を
行
い
土
の
状
態
を
把
握
し
、
適
性
な
量

の
堆
肥
や
肥
料
を
散
布
す
る
こ
と
で
作
物
の
で
き
が
一
層
良
く
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
し
、な
に
よ
り
経
費
の
削
減
に
も
な
り
ま
す
。

土
壌
分
析
は
ｐ
Ｈ
や
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
簡
易
な
分
析
な
ら
自
分
で
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ｐ
Ｈ
・
Ｅ
Ｃ

と
も
土
に
挿
す
だ
け
で
測
定
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
が
約
３
千

円
ほ
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

○
ｐ
Ｈ
と
は

ｐ
Ｈ
（
ペ
ー
ハ
ー
）
と
は
、
１

～
14
の
範
囲
の
値
で
土
が
酸
性
か

ア
ル
カ
リ
性
か
を
示
す
数
値
で

す
。
ｐ
Ｈ
７
が
中
性
、
そ
れ
よ
り

低
い
ほ
ど
酸
性
が
強
く
、
高
い
ほ

ど
ア
ル
カ
リ
性
が
強
く
な
り
ま

す
。
多
く
の
作
物
は
ｐ
Ｈ
６
～
７

が
生
育
に
適
し
て
お
り
、
適
性
な

範
囲
を
大
き
く
超
え
る
と
生
育
が

衰
え
る
な
ど
障
害
が
お
こ
り
ま

す
。

○
ｐ
Ｈ
の
矯
正
方
法

ｐ
Ｈ
が
低
す
ぎ
る
場
合
は
、
苦

土
石
灰
や
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

の
石
灰
資
材
を
施
用
し
ま
す
。
ｐ

Ｈ
を
１
上
げ
る
た
め
の
石
灰
資
材

の
目
安
量
は
１
５
０
～
２
０
０
㌔

／
10
㌃
で
す
。
露
地
の
場
合
は
酸

性
雨
に
よ
り
ｐ
Ｈ
が
酸
性
に
傾
き

が
ち
な
の
で
、
ｐ
Ｈ
が
適
正
値
で

あ
っ
て
も
苦
土
石
灰
な
ど
を
毎
年

50
～
１
０
０
㌔
／
10
㌃
施
用
し
ま

し
ょ
う
。

ｐ
Ｈ
が
高
す
ぎ
る
場
合
の
矯
正

は
や
や
難
し
く
、
石
灰
資
材
を
施

用
せ
ず
施
肥
も
控
え
め
に
す
る

か
、
硫
安
や
過
り
ん
酸
石
灰
な
ど

ｐ
Ｈ
が
下
が
る
資
材
を
施
用
す
る

手
段
も
あ
り
ま
す
。

○
Ｅ
Ｃ
と
は

Ｅ
Ｃ
（
電
気
伝
導
度
）
と
は
、

土
壌
の
中
に
ど
の
く
ら
い
硝
酸
、

硫
酸
な
ど
の
塩
類
（
肥
料
分
）
が

存
在
す
る
か
を
示
す
も
の
で
、
作

物
の
耐
塩
性
と
関
係
し
ま
す
。
Ｅ

Ｃ
が
高
す
ぎ
る
と
作
物
の
根
は
塩

漬
け
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
養
分

を
吸
収
し
に
く
く
な
っ
て
作
物
の

生
育
に
影
響
し
ま
す
。

○
Ｅ
Ｃ
の
値
に
よ
る
施
肥
量
の
増
減

Ｅ
Ｃ
が
低
す
ぎ
る
場
合
は
基
準

量
の
肥
料
を
施
用
し
て
大
丈
夫
で

す
。
高
す
ぎ
る
場
合
は
値
に
よ
っ

て
肥
料
の
量
を
減
ら
し
て
や
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
ｐ
Ｈ
と
Ｅ
Ｃ
か
ら
こ
こ
ま
で
わ
か
る

前
述
し
た
ｐ
Ｈ
と
Ｅ
Ｃ
の
意
味

と
矯
正
方
法
を
踏
ま
え
、
ｐ
Ｈ
と

Ｅ
Ｃ
２
つ
の
値
だ
け
で
土
壌
の
状

態
が
以
下
の
と
お
り
推
定
で
き
ま

す
。
栽
培
途
中
で
も
作
物
の
様
子

と
あ
わ
せ
て
畑
の
土
の
状
態
を
診

断
し
、
適
性
な
施
肥
管
理
を
行
い

栽
培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

ＥＣ測定器

ｐＨ測定器

作物の好適pH
pH 作　　物 野　　　菜 果　樹

6.0 ～ 7.0 大 麦、 小 麦、
里芋、大豆

ホウレンソウ、ナス、タマネギ、
ゴボウ、アスパラガス、ショウガ

イチジク、ブドウ、
アンズ

5.5 ～ 6.5 水稲、エン麦、
ライ麦

キュウリ、メロン、トマト、ニンジン、
エンドウ、キャベツ、カリフラワー、
ブロッコリー、レタス、セロリ

ウメ、リンゴ

5.5 ～ 6.0 パセリ、トウモロコシ、インゲ
ン、ダイコン、カブ、サツマイモ、
バレイショ

モモ、ミカン

5.0 ～ 5.5 スイカ クリ
4.5 ～ 5.5 ブルーベリー
作物の適正EC
EC 作　　物 野　　　菜 果　樹

1.5以上 大麦 ホウレンソウ、ハクサイ、アス
パラガス、ダイコン

0.8 ～ 1.5 水 稲、 小 麦、
ライ麦、大豆

キャベツ、カリフラワー、ブロッコリー、ネギ、
ニンジン、バレイショ、サツマイモ、トマト、
カボチャ、スイートコーン、ナス、トウガラシ

ブドウ、イチジク、
ザクロ、オリーブ

0.4 ～ 0.8 イチゴ、タマネギ、レタス リンゴ、ナシ、モ
モ、オレンジ、レ
モン、アンズ

0.4以下 キュウリ、ソラマメ、インゲン
EC値
0.3以下 0.4 ～ 0.7 0.8 ～ 1.2 1.3 ～ 1.5
基準施肥量 基準の2/3 基準の1/2 無施用
作物の好適pH
pHとECの状態 原因と作物の状態 対処方法
高pH（7以上）
高EC（1.5以上）

窒素や塩基が過剰に蓄積
葉が濃緑色、草丈が低い、花落ち、
着果不良

施肥量を大幅に削減、
もしくは無肥料

高pH（7以上）
低EC（0.5以下）

塩基はあるが窒素は不足
生育は悪く、ヨウ素欠乏症状が見られる

窒素のみ基準量を施用

低pH（5.5以下）
高EC（1.5以上）

石灰不足ではなく、硝酸・硫酸
イオンが蓄積
地上部・地下部とも生育が悪い

窒素の施用を避ける

低pH（5.5以下）
低EC（0.5以下）

窒素・塩基とも不足
葉の色は淡く、生育が悪い

石灰資材でpHを上げ、
窒素は基準量を施用
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議会のうごき 消防だより

平成27年11月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 18
生　　　　名 0 12
岩　　　　城 0 5
魚　　　　島 0 1
合　　　　計 0 36
平成27年累計 2 441

平成27年11月30日現在

平
成
27
年
11
月
７
日（
土
）に
、
上

島
町
消
防
庁
舎
に
お
い
て
、
今
後
30

年
以
内
に
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
備
え
、
防
災
意
識
啓
発
を
目
的

に
弓
削
地
区
自
治
会
を
対
象
と
し
た

防
災
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
計
37
名
が
参

加
し
、
災
害
現
場
に
即
し
た
実
践
訓

練
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
火
災
現
場
の
室
内

を
想
定
し
た
濃
煙
体
験
や
消
火
栓
の

取
扱
い
な
ど
良
い
体
験
が
で
き
た
」

と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

上
島
町
で
は
、
今
後
も
セ
ミ
ナ
ー

を
継
続
的
に
実
施
し
、
災
害
時
の
対

応
や
日
頃
の
災
害
に
対
す
る
準
備
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
減
災

に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成27年度防災教育セミナー
～南海トラフ巨大地震に備えて～

火災・救急・救助は

119

濃煙体験

消火器取扱い訓練

消火栓使用訓練

応急手当訓練 簡易トイレ組立訓練

非常食試食体験 災害時浄水装置体験

現
在
、
気
象
庁
が

発
表
す
る
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
は
、「
緊

急
地
震
速
報
」
及
び

「
津
波
警
報
」
に
つ

い
て
は
、
携
帯
電
話

事
業
者
を
介
し
て
、

携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
ー
（
ド
コ

モ
、ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）

に
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
、こ
れ
ら
に
加
え
て
、

気
象
な
ど
に
関
す
る
特
別
警

報
（
大
雨
、
暴
風
、
波
浪
、

高
潮
、
大
雪
、
暴
風
雪
）
に

つ
い
て
も
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
で
配
信
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
配
信
さ
れ
た
場
合

に
は
、
焦
ら
ず
に
警
戒
行
動

を
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

平成27年度愛媛県消防長会
消防職員意見発表会に出場
平成27年11月13日（金）に、愛媛

県久万高原町の久万町民館２階
ホールにおいて消防職員意見発表
会が開催され、上島町消防本部代
表として、森實消防副士長が出場
しました。
「来るべき日に備えて」という
演題で、災害に強い町づくりのた
めに、若い女性防災士を増やすこ
との重要性を強く訴え、避難所の
運営には、女性目線による提案が
必ず必要である。災害に強い町づ
くりには、災害に強い町民が必要
であると熱く語った結果、内容や
表現力が評価され入賞いたしまし
た。

意見発表の様子

緊急速報メールによる気象等に
関する特別警報の配信について


